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愛嬢大学医学部附属動物実験施設
藤 原 隆 ･縦 木 勝 巳
愛媛大学医学部附属動物実験施設
〔はじめに〕
愛媛大学医学部附属動物実験施設は､昭和 50
年代の動物実験施設設立の全国的な流れの中で,
実験動物を一元的に集中管理し､動物実験を動物
倫理的に適正化することによって研究を支援する
ことを目的として､昭和 54年 (1979年)4月に
文部省により設置が認可されたo建物は､3期に
分けて建設され､昭和 51年 (1976年)3月,昭
和 54年 (1979年)2月および昭和 58年 (1983
年16月にそれぞれ竣工した｡筆者 (藤原)が着
任したのは昭和 59年 (1984年)3月で建物の完
成後間もないときであった｡すでにその頃から､
動物実験の進歩､発展に応えるため､また新しい
研究者の着任に応じるために､飼育室の増加や室
の用途変更などに迫られ､絶えず施設内の改修工
事を行ってきた｡現在の施設の姿は繰り返し行っ
た改修の結果である｡本稿では､現在の姿の概要
を述べることにしたい｡
〔建物の鞍要〕
所在地 :愛媛県温泉郡重信町志津川 454
建 物 :3階建
総延面積 2841m2
(第一期工事分 1,005m2,第二期工事分 918m2､
第三期工事分 918m2)
場 所 :9階建ての医学部本館 (基礎系講座は西
側､臨床系講座は東側に振り分けられた左右
対称の建物である)の中央より北側方向にT
字形に突出する榛 (3階建て)の先端に位置
する別棟として建てられているが､渡り廊下
によって突出棟および本館に通じており､基
礎系講座および臨床系講座のいずれの研究者
にとっても利用しやすい位置にある｡
写真 1 附属実験動物施設全最
適か彼方に霊峰,石鎚山を望む
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各階の飼育室 (飼育装置)等の構成 :
1階:検査室 1室､ウサギ飼育室 l
室 (ワイパー方式)､モルモッ
ト飼育室 1室 (カスケー ド方
式)､イヌ飼育室 1室 (ワイパ
ー方式)､ヒツジ ･ヤギ ･ブタ
飼育室 1室 (ペン方式)､ニワ
トリ飼育室 1室 (カスケー ド
方式)､‡線撮影室 2室､手術
室 1室､薬浴室 1室､飼料倉
庫 1室等
2階:マウス飼育室 3室 (一方向気
流方式)､ラット飼育室 6室
(一方向気流方式)､スナネズ
ミ飼育室 2室 (一方向気流方
式)､実習用マウス･ラット飼
育室 1室 (ラック形式)､イヌ
飼育室 1室 (一方向気流方式)､
ネコ飼育室 (カスケー ド方式)､
サル飼育室 1室 (個別ケージ)､
手術室 1室､処置室 3室､飼
料倉庫 1室等
3階:マウス飼育室 8室 (一方向気
流方式)､Tgマウス室 6室 (一
方向気流方式)､感染実験室 1
室､クリーンラック室 1室､
ビニールアイソレータ一室 1
室､微生物制御飼育装置室 1
室､バイオトロン 3室､肱操
作室 1室､処置室 6室､飼料
倉庫 2重等
〔人 員〕
教 官 :施設長 1名 (併任)､
助教授 1名､助手 1名
技 官 :4名
事務官 :係長 (併任)1名
技能補佐員 :1名 (8時間/冒)
外 注 :2名 (4時間/冒)
〔当施設の特徴〕
国立大学動物実験施設協議会や学
会などの際に訪れた幾つかの他大学
の動物実験施設と異なる主な点は次
のようなものである｡
1.事務室や施設教職員の室などは施
設建物内にはない
施設の建物内には事務室をはじ
め専任教官研究室および実験室､
施設長室､応接室､図書室､会議
室､セミナー室等､施設教職員の
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室および利用者の居室は置かれていない｡こ
れは､人と動物との接触を少なくし､感染事
故の発生をできる限り抑制しようという第 1
期工事分の設計段階からの方針のためと聞い
ている｡この方針のため施設の建物内のスペ
ースは飼育室により多く当てることができて
いるのである｡
2.飼育動物数が多い
本施設は､総延面積 2841m2であり､全国の
国立大学の動物実験施設の中では
いわゆるCクラス (4000m2以下)
の施設にランクされているが､C
クラスとしては多くの実験動物を
収容している｡国立大学動物実験
施設協議会の平成 11年度の調査
では当施設の小型げっ歯目の動物
飼育数は､国立大学動物実験施設
42施設中で第 16位であり､いく
つかの Bクラスの施設 (4000-
5000m2の規模で､17大学に設置さ
れている｡5000m2以上の Aクラス
の施設は､現在 8大学である｡)
より上位に位置している｡
3.一方向気流飼育装置の導入および
改良
当施設では､マウス ･ラットを
はじめ､スナネズミ､ウサギ､イ
ヌ､Tgマウス等､多くの動物種の
飼育に一方向気流飼育装置を用い
ている｡
1)マウス ･ラットの一方向気流飼育
装置の導入
昭和 61年のセンダイウイルス
およびマイコプラズマによる汚染
事故を契機として､感染防止対策
の必要性が生じ､昭和 62年にマ
ウス ･ラット室に一方向気流飼育
装置の導入を図った｡これは､感
染防止に役立ったばかりか､飼育
室の臭気の減少､動物のフケや毛
によるアレルギーの減少､床敷き
の乾燥が良好なためケージ交換回
数の減少､ケージ洗浄回数の減少､
ケージのオー トクレーブ滅菌回数
の減少､オー トクレーブの熱エネ
ルギーの減少､作業量の減少など
多くの効果をもたらした｡マウ
ス ･ラット室にこの装置の導入以
前は､技官は毎週 2回のケージ交
換および洗浄のため､年休を取る
こともできなかった｡しかし､装
置導入後は､ケージの交換および洗浄は週 1
回に減らすことができ､年休を取ることがで
きるようになった｡一方向気流飼育装置の導
入により､人や動物の衛生環境のみならず技
官の職場環境も改善されたのである｡
2)ウサギ､イヌの一方向気流飼育装置の改良
および導入
マウス ･ラット飼育室への導入後､一方向
気流飼育装置は多くの点で優れていることが
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写真2 Tgマウス飼育状況
半開きになった折戸式の扉を示す
判明したので､ウサギおよびイヌの飼育にも
導入することになった｡ウサギやイヌは尿石
の付着がひどく､それを取り除くのに時間が
かかることから､尿t]-の付着を少なくできる
性能を優先し､そのための方式として留水式
を採用することにした｡その当時､留水滑の
給 ･排水は手動バルブで行う装置が市販され
ていたが､これでは給 ･排水に時間がかかり
すぎ､能率的でないということおよび土､日
曜日にも衛生管理のため自動的に給 ･排水が
できるようにするため､留水滑の給 ･排水を
自動化するように提案した｡その結果､電動
バルブを用いた装置が開発された｡ウサギ用
の装置は平成 4年度(1992年)､イヌ用の装置
は平成 6年度(1994年)に導入された｡
3)Tgマウスの一方向気流飼育装置の改良および
導入
Tgマウスは遺伝学的に特殊であり,市販菖
れていないものが多く､入手が困難であるハ
また､遺伝子を欠損､あるいは改変されてい
るため概 して感染に弱い｡感染事故が起きる
と､とるべき対策としては､すべてのマウス
を淘汰して入れ替えることになるが､迫伝子
資源として貴重なTgマウスは容易に淘汰でき
ないOこのような点からTgマウ~乙は何よりも
まず感染を回避することが非常に重要なこと
となる｡一方向気流飼育装置は､通常のラッ
ク形式の飼育装置に比べ感染防御の点で優れ
ているが､ラック内が陰圧であるため感染防
止の点で必ずしも万全とは言えないQそこで､
ラック内が陽圧であるクリーンラック形式の
写真 3 線に穀われた実験動物慰霊碑
一方向気流飼育装置を導入することになった｡
導入に当たって装置の性能について考慮した
ことは､クリ一一ンラックと同じ程度の微生物
の制御ができること､Tgマウスの飼育スペー
ス不足を少し′でも解消するため､現有装置に
比べより多くのマウスを収容できることおよ
び管理作業の負担や支障にならないことなど
であった｡装置は､ヘパフィルターを通過し
た空気が後方から吹き出す形式であり､7段 7
列 (熊本大のケージでは 7段 9列)で､扉を
付けることとし､それは作業性から折戸式と
した｡平成 12年(2000年)および 13年(2001
年)に設置された｡なお､この折戸式の扉は現
在､会社から共同で特許の申請中である｡
〔おわUに〕
動物実験施設は､医学研究に欠かすことのでき
ない実験動物を管理していることから､その重要
性は今後益々増加していくものと予想される｡実
験動物の開発を含め､動物実験技術あるいは方法
は､現在､急速に進歩 ･発展し､多様化している｡
限られた人員およびスペースで動物実験施設が常
にこれに対応していくことは極めて難しい｡しか
し､動物実験の重要性が増加し､実験方法が急速
に進歩しているときに､それに対して臨機応変に
対応し､医学 ･生物学研究者にとって必要な研究
環境を整備していくことが動物実験施設に求めら
れる｡それが研究支援を目的とする動物実験施設
の使命であり､共同利用施設としての動物実験施
設の存在意義はそこにあるものと思われる｡
